
2025年4月1日付けで和歌山県立医科大学泌尿器科学講座の教授
を拝命いたしました。 就任に際しご挨拶を申し上げます。 
泌尿器科は、尿路や男性生殖器に発生する疾患を扱っています。 近
年、腎がん、前立腺がんなどの悪性腫瘍をはじめ、高齢化に伴って排尿
障害、尿路結石、尿路感染症なども増加傾向にあり、私たち泌尿器科
医の果たすべき役割は益々大きくなっています。 泌尿器腫瘍に対する手
術は、開腹や腹腔鏡からロボット支援手術に移行しつつありますが、当科
ではこれらの手術を先進的に導入するとともに、高難度とされる膀胱がん
における体腔内尿路変向術や腎がんにおける下大静脈腫瘍塞栓摘除
術も行っています。 また、大学病院としては稀ですが、尿路結石症の総
合的診療も行っているのが当科の特色です。 体外衝撃波結石破砕術
や内視鏡手術だけでなく、結石形成の原因診断や再発予防にも積極
的に取り組んでいます。 
和歌山県内唯一の大学病院として、地域に最先端の高度な泌尿器
科医療を安全に提供すべく努めて参りますので、どうぞよろしくお願い申し
上げます。 

泌尿器科学講座  教授

柑本 康夫

地域に最先端の高度な泌尿器科医療を

泌尿器科では、2012年にロボット支援前立腺全摘除術を開
始した後、これまでに約1700件のロボット手術を行ってきまし
た。 また、腎部分切除術、膀胱全摘除術、腎・副腎摘除術にもロ
ボット支援手術が保険適用となったため、当科では2023年以
降はほぼ全ての泌尿器腫瘍手術をロボットで行なっています
（下図参照）。 悪性腫瘍については、近年、次々と開発されてき
た免疫チェックポイント阻害薬などの新薬や放射線治療を組み
合わせた集学的治療にも積極的に取り組んでいます。 また、腎
移植、排尿障害、小児泌尿器、尿路感染症などについても、専
門的な診療が行える体制を整えています。 

●1991年3月
和歌山県立医科大学医学部 卒業

●1991年4月
和歌山県立医科大学附属病院 診療医

●1993年4月
和歌山県立医科大学大学院医学研究科
（外科系専攻）博士課程 入学

●1997年3月
和歌山県立医科大学大学院医学研究科
（外科系専攻）博士課程 修了

●1997年4月
和歌山県立医科大学 泌尿器科学 助手

●1998年1月
米国マサチューセッツ大学 留学

●1999年10月
市立岸和田市民病院 泌尿器科 医長

●2001年4月
和歌山県立医科大学 泌尿器科学 助手

●2004年9月
和歌山県立医科大学 泌尿器科学 講師

●2010年6月
和歌山県立医科大学 泌尿器科学 准教授

●2025年4月
和歌山県立医科大学 泌尿器科学 教授

経 　 歴 診 療 内 容
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令和７年４月から医療安全推進部部長に就任した田村彰です。 
和歌山県立医科大学附属病院は、和歌山県唯一の特定機能病院
で、高度で専門性の高い医療を提供しています。 医療レベルが高
度化、専門化するほど、医療事故のリスクは高まり、「医療安全」の
重要性が増していきます。 医療安全推進部は専従の医師、看護
師、薬剤師で構成され、各部門の「医療安全」を適切にサポートする
体制を敷いています。 
近年の「医療安全」では、厳格な規則により事故を防止する視点だけでなく、医療の質改善や医療

の効率化により、成功事例を増やす視点の安全対策も求められています。 また、異なった意見や新し
い考えが尊重され、問題点を指摘できるような心理的安全性の高い組織作りも重要とされています。 
全職員の「医療安全」に対する意識を高め、基本的知識、実践的スキル向上、安全に取り組む態度を
養成し、質の高い医療を提供できるように活動してまいります。 

医療安全推進部について

医療安全推進部は、医療事故等の防止と医療の安全の確保を目的に設置され、病院組織全体として
医療安全の推進と安全文化の醸成・確立に取り組んでいます。

●インシデント・アクシデント報告の収集と分析評価、再発防止策の検討と職員への周知
●定期的な院内巡回による医療安全に関する確認や調査および指導
●各部門のリスクマネジャーと連携した安全対策の検討
●医療事故調査制度に基づいた院内調査と報告
●医療における倫理的問題の相談　等

▲田村部長（前列中央）とスタッフ

業
務
内
容

病院長
（医療安全推進統括部長）

医療安全管理責任者
（安全担当副院長）

医療安全推進委員会
（月１回開催　委員長：副院長）

リスクマネージャー会議 
各部署リスクマネージャー（66部署）

病院職員（各部署・事務局）
（大学職員も一部含む）

医療安全推進部
部長、次長、医療安全管理者、事務職員

医薬品安全
管理責任者

感染制御部

医療機器安全
管理責任者

医事課
医事課長
医事相談員連携 連携

和歌山県立医科大学附属病院
医療安全管理体制組織図
　　　　　　　 （2025年4月1日）

医療安全推進部　田村部長就任挨拶

Top i c
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白衣授与式
医学部新５年生に対する白衣授与式を令和７年２月３

日に本学講堂で執り行いました。 全国共通の問題を用い
て行う医学全般の知識・実技の試験に合格し、臨床実習
を行うことを許された医学部生が医療人としての心構え
を再認識し、決意を新たにすることを目的として、本学の
校章を刺繍した白衣を授与しています。 
式典では、壇上で全員に白衣を授与後、学生代表が臨
床実習に向け、決意表明を行いました。 現在、学生たち
は各診療科において知識や技術の習得に一生懸命励ん
でいますので温かく見守っていただければ幸いです。 

▲学生による宣誓

　　　　　　　　　　　　～肝がん撲滅を目指して～
近年、脂肪肝やアルコール多飲による慢性肝臓病の方が増えています。 肝臓は沈黙の臓器と
言われており、肝臓病になってもほとんど自覚症状はなく、肝硬変や肝がんに進行します。 市民
公開講座に参加し、肝臓病に関する理解を深めてみませんか。

■開催日時  令和7年10月5日（日）
13：30～16：00
（開場12：30）

■開催場所  和歌山県立医科大学　講堂
南和歌山医療センター2階地域医療研修セン
ターにて同時中継をご視聴いただけます。

■講演内容  「脂肪肝、アルコール性肝疾患、B型・C型
肝炎、肝がん」に関して、当院消化器内科
の医師がわかりやすく講演します。 また、
「肝臓にいい食事と運動」に関して、当院
の管理栄養士と理学療法士が具体的に説
明します。

■参加方法  参加費無料、事前申し込み不要

▲昨年の様子

令和6年度和歌山県立医科大学功績表彰
令和7年3月26日、ホテルアバローム紀の国にて、本学

の中尾直之理事長から卒業生6名、教職員7名と１グルー
プに表彰状と副賞を授与しました。 
この表彰は、エバグリーン廣甚株式会社様からの寄附
により設立した「エバグリーン基金」をもとに、特に優秀な
成績を修めた本学卒業生及び顕著な功績をあげた教職
員を対象とする顕彰事業で今回が第4回の表彰となりま
した。 
本学では引き続き、高度医療人教育、先端医学研究、
高度先進医療、地域医療の充実強化へ向けて邁進して
いきます。 ▲受賞した教職員

2025年度 日本肝臓学会市民公開講座

参加無料
申込不要

詳細に関しては当院肝疾患相談支援
センターホームページ（右の二次元
バーコード）をご参照ください。

I n fo rmat ion
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和歌山県立医科大学附属病院広報誌「まんだらげ」（vol.73）
2025年7月発行　発行／和歌山県立医科大学附属病院
〒641-8510 和歌山市紀三井寺811-1

TEL 073-447-2300
 FAX 073-441-0706
ホームページアドレス
https://www.wakayama-med.ac.jp/hospital
「まんだらげ」はホームページからもご覧いただけます。▶

― 外来受付時間 ―
●受付時間：午前8時50分～午前11時30分
●再診で予約のある方は指定時間（予約票の記載時間）
●休診日：土曜日・日曜日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）
※診療スケジュールは、ホームページからご覧いただけます。

次号発行は
2025年
10月です。

最新の医学・医療カンファランスのお知らせ
令和7年度第4回市民公開講座を下記の通り開催します。 医学・医療に関する
専門的知識は必要ありませんので、興味のある方は、ぜひご参加ください。
●開催日　令和７年8月14日（木）　１４：００～１６：００
●会　場　本学 紀三井寺キャンパス 図書館棟3階 研修室
●内　容 講演Ⅰ  『脳卒中と認知症；いっぺんに予防しよう!』
　　　　　講演Ⅱ  『新型タバコってなに？ 身体によいの？』

【申し込み・問い合わせ】
生涯研修センター TEL.073-441-0789
メール・FAXの場合は右のコードから
申込書をダウンロードし、記入のうえ
life@wakayama-med.ac.jp
FAX.073-441-0713 まで
締切：令和7年7月24日（木）　定員：先着30名

■ ご予約の流れ
❶ かかりつけの医療機関等から当院所定の「紹介予約申込書」と「診療情報提供書（紹介状）」を予約センターあてに
FAX送信してください。 診療情報提供書がすぐにご用意できない場合は、予約申込日（かかりつけの医療機関等で
予約を行った日）から概ね3日までを目途にFAX送信をお願いします。

❷ 予約をお取りし、予約日時・医師名を記載した予約票を発信元の医療機関にFAX返信します。 夜間・休日の場合は
翌平日の対応になります。

❸ 予約当日は、予約票・診療情報提供書（紹介状）・画像データ（必要時）・マイナンバーカード（保険証）・診察券
（受診歴のある方）・各種医療券・常用薬・お薬手帳を持参のうえ、各診療科外来受付に直接お越しください。
❹ 予約日の変更は、当院予約センターにご本人からのお電話で受け付けさせていただきます。 ただし、検査予約の
変更については、当院の代表番号（073-447-2300）から各診療科外来へ平日15：00～17：00におかけください。

FAX（医療機関専用）…073-441-0805
【受付時間】月・火・水・金…9：00～19：00
　　　　　木………………9：00～17：00
　　　　  （土・日・祝日・年末年始を除く）

TEL（患者さんから予約変更専用）…073-441-0489
【受付時間】月～金…8：30～16：00（土・日・祝日・年末年始を除く）
※「膵がんドック」及び「がん検診後の2次検査」の予約については、
　上記予約変更専用番号にてご予約が可能です。

当院の外来受診は、原則として「診療情報提供書（紹介状）」をお持ちの方による「予約制」
とさせていただいております。 ご予約は、かかりつけの医療機関等からFAXでお申し込み
ください。 患者さんからの電話による初診予約はお受けできませんので、ご了承ください。

予約センター
からの
お知らせ

～診察予約のご案内（初めて受診される方へ）～

予約センター（患者支援センター）

当院では、受診される皆様が、以下の権利を有することを確認し、
尊重します。
1.個人として尊厳と人格が尊重され、平等に良質な医療を
受ける権利があります。

2.診療に関して、十分な説明と情報を受ける権利があります。
3.十分な情報を得た上で、自己の意思に基づいて医療を受
け、あるいは拒否する権利があります。

4.他の医療者の意見（セカンドオピニオン）を求める権利が
あります。

5.個人情報やプライバシーを保護される権利があります。
※当院では、患者さんの安全を守ることを第一に診療を行っておりますが、
他の患者さんや職員への暴カ・暴言・大声・威嚇などの迷惑行為があった
場合は診察をお断りすることや退去を求めることがあります。　　　　　
著しい場合は警察に通報いたしますのでご了承ください。

患者さんの権利
当院では、さまざまな医療を提供しておりますので、次のことを
十分ご理解いただき、ご協力くださいますようお願いいたします。
1.適切な医療を実現するために、患者さんご自身の健康に
関する情報をできる限り正確にお話しください。

2.医療に関する説明を受けられて理解できない場合は納得
できるまでお聞きください。

3.治療上必要なルールはお守りください。 また治療を受けて
いて不安を感じましたらすぐにお知らせください。

4.すべての患者さんが適切な医療を受けられるようにするた
め、他の患者さんのご迷惑にならないようご協力ください。

5.当院は教育・研究機関でもありますので、医学生・看護学
生などが実習や研修を行っております。 ご理解とご協力を
お願いいたします。 

6.医師、看護職員、病院職員に対する謝礼、贈答品は固く
お断りしています。 

患者さんへのお願い

▲図書館棟
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